
平成２８年９月１７日  

熊谷学園 2-3 期 南京玉すだれクラブ（３６回）授業報告  

２８．９．１６ いきがい大学熊谷学園授業 熊谷市弥籐吾  

 

「今日の授業は玉すだれの実技です。」という最初の言葉に、夏休み明けの学園１日目

にもかかわらず受講者の皆さんの顔にキラリと光る好奇心を感じました。  

今日は「いきがい大学熊谷学園」講義の一環で行う「ボランティア活動と実演」の授業

を行う日で、受講者は「健康福祉科」および「ふるさとを学ぶ科」の３７名が対象です。 

前回（２８年１月）は受講生が卒業に際し、「校友会は楽しい事があります。皆さん卒業後

は校友会に入って下さい。」との主旨で熊連協が開いた説明会の時に実現しました。  

今回は正式な授業時で、報酬をいただく事でもあり、授業の目的が伝わるような内容

になるようにと計画を練り臨みました。 与えられた時間は、前半の午後１時３０分から４０

分です。その後多くの施設での公演で実績のある 2-1 期ハーモニカクラブが行いました。  

 １２時３０分に懐かしい学び舎熊谷学園に集まり、お世話になった山司牧子さんに挨拶

し、授業の進行を打ち合わせしました。控室３０５は「玉すだれ」を練習した部屋でした。 

 １時には隣接した農林研修センター２F に移動しました。既に受講者の皆さんは午後の

授業に向け大半は集まっており、マイクの設置、机の配置を行って定刻より早く１時２５分、

健康福祉科の代表者の開会の挨拶で授業が始まりました。  

 先ず村田がメンバーの紹介と「南京玉すだれクラブ」の発足の経緯とこれまでの活動

状況を説明し、早速実技研修に移りました。メンバー４人に対し１班につき８～１２人の受講

生の４班に分かれ、「魚釣り竿」、「阿弥陀如来」および「瀬田の唐橋」の技を研修しました。

受講生のほぼ全員の人が初めての経験で、最初は少し躊躇していましたが、「玉すだれ」

の持ち方、持つ手の位置、「すだれ」を開くタイミングの要領を教えると、何回か練習した後

にはそれぞれの技ができるようになり、大きな喜びの歓声があがりました。  

実技研修予定の３０分があっという間に過ぎてしまいました。授業の「まとめ」をしたあと、

最後に高齢者施設で行い好評の「麦畑」を音楽に乗せて演じ、受講者の方々から曲に

あわせた大きな手拍子をいただき、楽しい授業が終わりました。  

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


